
(57)【要約】
【課題】耐熱性（耐熱老化性）、耐久性に優れ、低動倍率でしかも減衰性能にも優れる防
振ゴムを提供する。
【解決手段】天然ゴムとブチル系ゴムとのブレンド材料よりなるゴム成分と、下記一般式
（Ｉ）～（ III）で表されるヒドラジン誘導体の１種又は２種以上と、大粒径・ハイスト
ラクチャーカーボンブラックと、アルキルフェノールジスルフィド及び硫黄とを含むゴム
組成物よりなるゴム部材を備えてなる防振ゴム。
　　【化４】
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 天 然 ゴ ム と ブ チ ル 系 ゴ ム と の ブ レ ン ド 材 料 よ り な る ゴ ム 成 分 と 、
　 下 記 一 般 式 （ Ｉ ） ～ （ III） で 表 さ れ る ヒ ド ラ ジ ン 誘 導 体 の １ 種 又 は ２ 種 以 上 と 、
　 大 粒 径 ・ ハ イ ス ト ラ ク チ ャ ー カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク と 、
　 ア ル キ ル フ ェ ノ ー ル ジ ス ル フ ィ ド 及 び 硫 黄 と
を 含 む ゴ ム 組 成 物 よ り な る ゴ ム 部 材 を 備 え て な る こ と を 特 徴 と す る 防 振 ゴ ム 。
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ 上 記 式 中 、
　 Ａ は 、 単 結 合 、 芳 香 族 環 由 来 の ２ 価 の 基 、 置 換 基 を 有 し て い て も 良 い ヒ ダ ン ト イ ン 環 由
来 の ２ 価 の 基 、 或 い は 、 炭 素 数 １ ～ １ ８ の 飽 和 又 は 不 飽 和 直 鎖 状 炭 化 水 素 由 来 の ２ 価 の 基
で あ り 、
　 Ｂ は 、 芳 香 族 環 由 来 の １ 価 の 基 で あ り 、 置 換 基 Ｘ を 有 し 、
　 Ｘ は 、 ヒ ド ロ キ シ ル 基 又 は ア ミ ノ 基 で あ り 、
　 Ｙ は 、 ピ リ ジ ル 基 又 は ヒ ド ラ ジ ノ 基 で あ り 、
　 Ｒ １ ～ Ｒ ４ は 、 各 々 独 立 に 、 水 素 、 炭 素 数 １ ～ １ ８ の ア ル キ ル 基 、 シ ク ロ ア ル キ ル 基 、
１ 価 の 芳 香 族 環 基
で あ る 。 ）
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、 天 然 ゴ ム ８ ０ ～ ２ ０ ｐ ｈ ｒ と ブ チ ル 系 ゴ ム ２ ０ ～ ８ ０ ｐ ｈ ｒ と を 含
む こ と を 特 徴 と す る 防 振 ゴ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ に お い て 、 ヒ ド ラ ジ ン 誘 導 体 が 芳 香 族 カ ル ボ ン 酸 ヒ ド ラ ジ ド で あ り 、 ゴ
ム 組 成 物 中 の 配 合 量 が ０ ． ０ １ ～ ５ ｐ ｈ ｒ で あ る こ と を 特 徴 と す る 防 振 ゴ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に お い て 、 ヒ ド ラ ジ ン 誘 導 体 が イ ソ フ タ ル 酸 ジ ヒ ド ラ ジ ド 及 び ／ 又 は ２ － ナ フ
タ レ ン 酸 － ３ － ヒ ド ロ キ シ （ １ － メ チ ル エ チ リ デ ン ） ヒ ド ラ ジ ド で あ る こ と を 特 徴 と す る
防 振 ゴ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か １ 項 に お い て 、 大 粒 径 ・ ハ イ ス ト ラ ク チ ャ ー カ ー ボ ン ブ ラ
ッ ク の ヨ ウ 素 吸 着 量 が １ ５ ～ ４ ５ ｇ ／ ｋ ｇ で 、 Ｄ Ｂ Ｐ 吸 油 量 が １ ２ ０ ～ １ ８ ０ × １ ０ － ５

ｍ ３ ／ ｋ ｇ で あ り 、 ゴ ム 組 成 物 中 の 大 粒 径 ・ ハ イ ス ト ラ ク チ ャ ー の 配 合 量 が １ ０ ～ １ ０ ０
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ｐ ｈ ｒ で あ る こ と を 特 徴 と す る 防 振 ゴ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か １ 項 に お い て 、 ゴ ム 組 成 物 中 の ア ル キ ル フ ェ ノ ー ル ジ ス ル
フ ィ ド の 配 合 量 が ０ ． １ ～ １ ０ ｐ ｈ ｒ で あ り 、 硫 黄 の 配 合 量 が ０ ． １ ～ １ ． ０ ｐ ｈ ｒ で あ
る こ と を 特 徴 と す る 防 振 ゴ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 防 振 ゴ ム に 係 り 、 特 に 、 天 然 ゴ ム と ブ チ ル 系 ゴ ム と を ブ レ ン ド し て な る ゴ ム 成
分 に 、 ヒ ド ラ ジ ン 誘 導 体 と 、 充 填 材 と し て の 大 粒 径 ・ ハ イ ス ト ラ ク チ ャ ー カ ー ボ ン ブ ラ ッ
ク （ 以 下 「 大 粒 径 ・ Ｈ Ｓ ・ Ｃ Ｂ 」 と 略 記 す る 場 合 が あ る 。 ） と 、 架 橋 剤 （ 加 硫 剤 ） と し て
の ア ル キ ル フ ェ ノ ー ル ジ ス ル フ ィ ド 及 び 硫 黄 と を 配 合 し て な る 高 耐 熱 ・ 高 耐 久 ・ 低 動 倍 率
・ 高 減 衰 防 振 ゴ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 産 業 用 防 振 パ ッ ド 、 防 振 マ ッ ト 、 鉄 道 用 ス ラ ブ マ ッ ト 、 パ ッ ド 類 、 自 動 車 用 エ ン ジ ン マ
ウ ン ト 、 ス ト ラ ッ ト マ ウ ン ト 、 ブ ッ シ ュ 等 の 防 振 ゴ ム 、 特 に 自 動 車 等 の 車 輌 用 防 振 ゴ ム に
あ っ て は 、 支 持 す る 重 量 物 の 振 動 を 吸 収 し て 抑 制 す る 防 振 機 能 と 、 重 量 物 を 支 え る 強 度 特
性 が 要 求 さ れ る 。 即 ち 、 防 振 ゴ ム に は 動 的 特 性 の 向 上 、 特 に 動 倍 率 の 低 位 化 （ 低 動 倍 化 ）
が 必 要 と さ れ て お り 、 一 方 で 、 エ ン ジ ン 等 の 振 動 体 を 支 持 す る た め に は あ る 程 度 の 耐 疲 労
性 （ 静 的 弾 性 率 ） を 確 保 す る こ と が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 、 防 振 ゴ ム は 、 天 然 ゴ ム 等 の ジ エ ン 系 ゴ ム 成 分 に 、 充 填 剤 と し て カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク
を 配 合 し た も の が 一 般 的 で あ り 、 防 振 ゴ ム の 動 的 特 性 と 耐 疲 労 性 と を 両 立 さ せ る た め に 、
粒 子 径 が 大 き く （ 比 表 面 積 が 小 さ く ） 、 ス ト ラ ク チ ャ ー の 発 達 し た 大 粒 径 ・ Ｈ Ｓ ・ Ｃ Ｂ を
用 い る こ と が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 防 振 ゴ ム に お い て 、 高 減 衰 で あ る こ と と 低 動 倍 率 で あ る こ と は 二 律 背 反 の 関 係 に あ る 。
こ の 課 題 を 克 服 す る た め に 、 従 来 、 ジ エ ン 系 ゴ ム と イ ソ ブ チ レ ン － 臭 素 化 パ ラ メ チ ル ス チ
レ ン 共 重 合 体 を ブ レ ン ド し て な る ゴ ム 成 分 を 用 い る こ と （ 特 開 平 ８ － １ ３ ４ ２ ６ ９ 号 公 報
） 、 又 は 低 動 倍 率 の ゴ ム マ ト リ ク ス 中 に 高 減 衰 を 示 す 材 料 を 海 島 構 造 の 状 態 で 分 散 さ せ る
と い っ た 技 術 が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 な お 、 ゴ ム 組 成 物 に ヒ ド ラ ジ ン 誘 導 体 を 配 合 す る こ と に よ り 低 発 熱 性 を 発 現 さ せ る こ と
は 知 ら れ て お り （ 特 開 平 １ ０ － １ ３ ９ ９ ３ ４ 号 公 報 ） 、 ま た 、 ヒ ド ラ ジ ン 誘 導 体 の 配 合 効
果 と し て 、 耐 オ ゾ ン 性 の 向 上 、 グ リ ー ン 強 度 の 向 上 も 報 告 さ れ て い る が 、 防 振 ゴ ム に お け
る 低 動 倍 化 作 用 に つ い て の 報 告 は な さ れ て い な い 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － １ ３ ４ ２ ６ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ ０ － １ ３ ９ ９ ３ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク を 配 合 し た 防 振 ゴ ム に お い て 、 減 衰 性 能 と 静 的 弾 性 率 を 高 め る た め に
、 カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク 配 合 量 を 多 く す る と 、 動 倍 率 が 上 昇 し 、 例 え ば 自 動 車 用 防 振 ゴ ム に お
い て 乗 り 心 地 が 悪 化 す る 。 カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク と し て 大 粒 径 ・ Ｈ Ｓ ・ Ｃ Ｂ を 用 い る こ と に よ
り 低 動 倍 化 を 図 る こ と は で き る が 、 そ の 低 動 倍 化 効 果 は 十 分 で あ る と は 言 え ず 、 ゴ ム 物 性
、 特 に 耐 久 性 低 下 の 問 題 が あ る 。 ま た 、 低 動 倍 化 を 図 る こ と に よ り 、 減 衰 性 能 が 低 下 す る
と い う 問 題 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 従 来 に お い て 、 高 減 衰 と 低 動 倍 率 と の 両 立 に つ い て も 、 未 だ 十 分 に 満 足 し 得 る も
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の は 提 供 さ れ て お ら ず 、 特 に 、 低 動 倍 率 の ゴ ム マ ト リ ク ス 中 に 高 減 衰 を 示 す 材 料 を 海 島 構
造 の 状 態 で 分 散 さ せ る 方 法 で は 、 特 性 発 現 の た め に 高 減 衰 を 示 す 材 料 の マ ス タ ー バ ッ チ を
事 前 に 作 成 す る 必 要 が あ る と い っ た 生 産 上 の 課 題 も 残 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 更 に 、 近 年 は 自 動 車 の 高 出 力 化 ・ エ ン ジ ン ル ー ム 省 ス ペ ー ス 化 に 伴 い エ ン ジ ン ル ー ム 内
の 温 度 が 上 昇 す る 傾 向 に あ り 、 自 動 車 用 防 振 ゴ ム の 耐 熱 性 、 耐 熱 老 化 性 に 対 す る 要 求 が 厳
し く な っ て い る が 、 従 来 技 術 に お い て は 、 防 振 ゴ ム 特 性 と し て 重 要 な 耐 熱 老 化 性 に つ い て
は 考 慮 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 は 、 耐 熱 性 （ 耐 熱 老 化 性 ） 、 耐 久 性 に 優 れ 、 低 動 倍 率 で し か も 減 衰 性 能
に も 優 れ る 防 振 ゴ ム を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 （ 請 求 項 １ ） の 防 振 ゴ ム は 、 天 然 ゴ ム と ブ チ ル 系 ゴ ム と の ブ レ ン ド 材 料 よ り な る
ゴ ム 成 分 と 、 下 記 一 般 式 （ Ｉ ） ～ （ III） で 表 さ れ る ヒ ド ラ ジ ン 誘 導 体 の １ 種 又 は ２ 種 以
上 と 、 大 粒 径 ・ ハ イ ス ト ラ ク チ ャ ー カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク と 、 ア ル キ ル フ ェ ノ ー ル ジ ス ル フ ィ
ド 及 び 硫 黄 と を 含 む ゴ ム 組 成 物 よ り な る ゴ ム 部 材 を 備 え て な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ 上 記 式 中 、
　 Ａ は 、 単 結 合 、 芳 香 族 環 由 来 の ２ 価 の 基 、 置 換 基 を 有 し て い て も 良 い ヒ ダ ン ト イ ン 環 由
来 の ２ 価 の 基 、 或 い は 、 炭 素 数 １ ～ １ ８ の 飽 和 又 は 不 飽 和 直 鎖 状 炭 化 水 素 由 来 の ２ 価 の 基
で あ り 、
　 Ｂ は 、 芳 香 族 環 由 来 の １ 価 の 基 で あ り 、 置 換 基 Ｘ を 有 し 、
　 Ｘ は 、 ヒ ド ロ キ シ ル 基 又 は ア ミ ノ 基 で あ り 、
　 Ｙ は 、 ピ リ ジ ル 基 又 は ヒ ド ラ ジ ノ 基 で あ り 、
　 Ｒ １ ～ Ｒ ４ は 、 各 々 独 立 に 、 水 素 、 炭 素 数 １ ～ １ ８ の ア ル キ ル 基 、 シ ク ロ ア ル キ ル 基 、
１ 価 の 芳 香 族 環 基
で あ る 。 ）
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ２ の 防 振 ゴ ム は 、 請 求 項 １ に お い て 、 天 然 ゴ ム ８ ０ ～ ２ ０ ｐ ｈ ｒ と ブ チ ル 系 ゴ ム
２ ０ ～ ８ ０ ｐ ｈ ｒ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ３ の 防 振 ゴ ム は 、 請 求 項 １ 又 は ２ に お い て 、 ヒ ド ラ ジ ン 誘 導 体 が 芳 香 族 カ ル ボ ン
酸 ヒ ド ラ ジ ド で あ り 、 ゴ ム 組 成 物 中 の 配 合 量 が ０ ． ０ １ ～ ５ ｐ ｈ ｒ で あ る こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ４ の 防 振 ゴ ム は 、 請 求 項 ３ に お い て 、 ヒ ド ラ ジ ン 誘 導 体 が イ ソ フ タ ル 酸 ジ ヒ ド ラ
ジ ド 及 び ／ 又 は ２ － ナ フ タ レ ン 酸 － ３ － ヒ ド ロ キ シ （ １ － メ チ ル エ チ リ デ ン ） ヒ ド ラ ジ ド
で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ５ の 防 振 ゴ ム は 、 請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か １ 項 に お い て 、 大 粒 径 ・ ハ イ ス ト
ラ ク チ ャ ー カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク の ヨ ウ 素 吸 着 量 が １ ５ ～ ４ ５ ｇ ／ ｋ ｇ で 、 Ｄ Ｂ Ｐ 吸 油 量 が １
２ ０ ～ １ ８ ０ × １ ０ － ５ ｍ ３ ／ ｋ ｇ で あ り 、 ゴ ム 組 成 物 中 の 大 粒 径 ・ ハ イ ス ト ラ ク チ ャ ー
の 配 合 量 が １ ０ ～ １ ０ ０ ｐ ｈ ｒ で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ６ の 防 振 ゴ ム は 、 請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か １ 項 に お い て 、 ゴ ム 組 成 物 中 の ア
ル キ ル フ ェ ノ ー ル ジ ス ル フ ィ ド の 配 合 量 が ０ ． １ ～ １ ０ ｐ ｈ ｒ で あ り 、 硫 黄 の 配 合 量 が ０
． １ ～ １ ． ０ ｐ ｈ ｒ で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 耐 熱 性 （ 耐 熱 老 化 性 ） 、 耐 久 性 に 優 れ 、 低 動 倍 率 で し か も 減 衰 性 能 に
も 優 れ る 防 振 ゴ ム が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に お け る 諸 特 性 の 向 上 効 果 の 作 用 機 構 は 次 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 即 ち 、 本 発 明 で 用 い る ヒ ド ラ ジ ン 誘 導 体 は 、 カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク と マ ト リ ッ ク ス で あ る 天
然 ゴ ム 及 び ブ チ ル 系 ゴ ム と の 両 方 に 相 互 作 用 を 有 す る 官 能 基 を 持 つ も の で あ る た め 、 こ の
ヒ ド ラ ジ ン 誘 導 体 を 配 合 す る こ と に よ り 、 カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク の 分 散 性 を 高 め 、 カ ー ボ ン ブ
ラ ッ ク 同 士 の 相 互 作 用 に 起 因 す る 動 的 弾 性 率 の 上 昇 を 抑 え て よ り 一 層 の 低 動 倍 化 を 図 る こ
と が で き る 。 ま た 、 こ れ に よ り 、 カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク と し て 大 粒 径 ・ Ｈ Ｓ ・ Ｃ Ｂ を 用 い た こ
と に よ る 低 動 倍 化 を 十 分 に 発 揮 さ せ た 上 で 、 カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク と マ ト リ ッ ク ス ゴ ム と の 相
互 作 用 を 増 す こ と に よ り ゴ ム 強 度 を 高 め 、 耐 久 性 を 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 低 動 倍 化 の た め に 、 充 填 材 と し て 大 粒 径 ・ Ｈ Ｓ ・ Ｃ Ｂ を 配 合 し た 系 で は 、 一 般 に 減 衰 性
能 が 低 下 す る が 、 本 発 明 で は 、 ゴ ム 成 分 と し て 、 天 然 ゴ ム に ブ チ ル 系 ゴ ム を ブ レ ン ド し た
も の を 用 い る こ と に よ り 、 十 分 な 減 衰 能 を 確 保 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 ゴ ム の 架 橋 剤 と し て 、 一 般 に 硫 黄 が 用 い ら れ る が 、 本 発 明 で は 、 架 橋 剤 と し て 硫
黄 と 共 に ア ル キ ル フ ェ ノ ー ル ジ ス ル フ ィ ド を 用 い る こ と に よ り 、 架 橋 密 度 を 確 保 し た 上 で
硫 黄 の 配 合 量 を 低 減 し 、 耐 熱 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 の 防 振 ゴ ム の 実 施 の 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。
［ ゴ ム 成 分 ］
　 本 発 明 に お い て は 、 ゴ ム 成 分 と し て 天 然 ゴ ム と ブ チ ル 系 ゴ ム 、 例 え ば 、 ブ チ ル ゴ ム 、 或
い は 、 臭 素 化 ブ チ ル ゴ ム 、 塩 素 化 ブ チ ル ゴ ム 等 の ハ ロ ゲ ン 化 ブ チ ル ゴ ム の １ 種 又 は ２ 種 以
上 と の ブ レ ン ド 物 を 用 い る 。 ゴ ム 成 分 中 の 天 然 ゴ ム の 含 有 量 が 多 過 ぎ る と 相 対 的 に ブ チ ル
系 ゴ ム の 配 合 量 が 低 減 し て ブ チ ル 系 ゴ ム に よ る 減 衰 性 能 の 向 上 効 果 を 十 分 に 得 る こ と が で
き ず 、 少 な 過 ぎ る と ゴ ム 強 度 、 耐 久 性 が 劣 る も の と な る 。 従 っ て 、 天 然 ゴ ム は ８ ０ ～ ２ ０
ｐ ｈ ｒ 、 特 に ７ ０ ～ ３ ０ ｐ ｈ ｒ 、 ブ チ ル 系 ゴ ム は ２ ０ ～ ８ ０ ｐ ｈ ｒ 、 特 に ３ ０ ～ ７ ０ ｐ ｈ
ｒ の 配 合 割 合 で 混 合 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。 こ の 範 囲 で あ れ ば 天 然 ゴ ム に よ る ゴ ム 強 度
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、 耐 久 性 向 上 効 果 と ブ チ ル 系 ゴ ム に よ る 減 衰 性 能 の 向 上 効 果 を 共 に 得 る こ と が で き 、 良 好
な 防 振 ゴ ム を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
［ ヒ ド ラ ジ ン 誘 導 体 ］
　 本 発 明 で 用 い る ヒ ド ラ ジ ン 誘 導 体 は 、 下 記 一 般 式 （ Ｉ ） ～ （ III） の い ず れ か で 表 さ れ
る も の で あ る 。
【 化 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ 上 記 式 中 、
　 Ａ は 、 単 結 合 、 芳 香 族 環 由 来 の ２ 価 の 基 、 置 換 基 を 有 し て い て も 良 い ヒ ダ ン ト イ ン 環 由
来 の ２ 価 の 基 、 或 い は 、 炭 素 数 １ ～ １ ８ の 飽 和 又 は 不 飽 和 直 鎖 状 炭 化 水 素 由 来 の ２ 価 の 基
で あ り 、
　 Ｂ は 、 芳 香 族 環 由 来 の １ 価 の 基 で あ り 、 置 換 基 Ｘ を 有 し 、
　 Ｘ は 、 ヒ ド ロ キ シ ル 基 又 は ア ミ ノ 基 で あ り 、
　 Ｙ は 、 ピ リ ジ ル 基 又 は ヒ ド ラ ジ ノ 基 で あ り 、
　 Ｒ １ ～ Ｒ ４ は 、 各 々 独 立 に 、 水 素 、 炭 素 数 １ ～ １ ８ の ア ル キ ル 基 、 シ ク ロ ア ル キ ル 基 、
１ 価 の 芳 香 族 環 基
で あ る 。 ）
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 記 一 般 式 （ Ｉ ） に お い て 、 ２ 価 の 連 結 基 で あ る Ａ と し て は 、 単 結 合 ； オ ル ト 位 、 パ ラ
位 、 又 は メ タ 位 の い ず れ か が 連 結 位 置 と な る フ ェ ニ レ ン 基 、 ナ フ チ レ ン 基 、 ピ リ ジ レ ン 基
、 キ ノ リ レ ン 基 等 の 芳 香 族 環 基 ； 置 換 基 を 有 し て い て も 良 い ヒ ダ ン ト イ ン 環 基 ； 炭 素 数 １
～ １ ８ の 飽 和 又 は 不 飽 和 直 鎖 状 炭 化 水 素 の 両 端 の 炭 素 が 連 結 位 置 と な る 炭 化 水 素 基 、 例 え
ば 、 エ チ レ ン 基 、 テ ト ラ メ チ レ ン 基 、 ヘ プ タ メ チ レ ン 基 、 オ ク タ メ チ レ ン 基 、 オ ク タ デ カ
メ チ レ ン 基 、 ７ ， １ １ － オ ク タ デ カ ジ エ ニ レ ン 基 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 一 般 式 （ II） に お い て 、 Ｂ は フ ェ ニ ル 基 、 ナ フ チ ル 基 等 の １ 価 の 芳 香 族 基 で あ り 、
こ の Ｂ の 置 換 基 と し て の Ｘ で あ る ヒ ド ロ キ シ ル 基 又 は ア ミ ノ 基 の 置 換 位 置 と し て は 、 オ ル
ト 位 、 メ タ 位 、 パ ラ 位 の い ず れ で あ っ て も 良 い が 、 特 に オ ル ト 位 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 一 般 式 （ III） に お い て 、 Ｙ は ピ リ ジ ル 基 又 は ヒ ド ラ ジ ノ 基 で あ り 、 そ の 結 合 位 置 は ピ
リ ジ ル 基 で は ２ 位 、 ３ 位 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】

10

20

30

40

50

(6) JP 2006-143860 A 2006.6.8



　 一 般 式 （ Ｉ ） ～ （ III） に お い て 、 Ｒ １ ～ Ｒ ４ は 、 各 々 独 立 に 水 素 、 炭 素 数 １ ～ １ ８ の
ア ル キ ル 基 、 シ ク ロ ア ル キ ル 基 、 １ 価 の 芳 香 族 環 基 で あ る が 、 好 ま し く は 、 水 素 、 炭 素 数
１ ～ １ ２ の ア ル キ ル 基 、 炭 素 数 ５ ～ ８ の シ ク ロ ア ル キ ル 基 、 フ ェ ニ ル 基 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 一 般 式 （ Ｉ ） で 表 わ さ れ る 具 体 的 な 化 合 物 と し て は 、 イ ソ フ タ ル 酸 ジ ヒ ド ラ ジ ド 、
ア ジ ピ ン 酸 ヒ ド ラ ジ ド の 誘 導 体 で あ る イ ソ フ タ ル 酸 ジ （ １ － メ チ ル エ チ リ デ ン ） ヒ ド ラ ジ
ド 、 ア ジ ピ ン 酸 ジ （ １ － メ チ ル エ チ リ デ ン ） ヒ ド ラ ジ ド 、 イ ソ フ タ ル 酸 ジ （ １ － メ チ ル プ
ロ ピ リ デ ン ） ヒ ド ラ ジ ド 、 ア ジ ピ ン 酸 ジ （ １ － メ チ ル プ ロ ピ リ デ ン ） ヒ ド ラ ジ ド 、 イ ソ フ
タ ル 酸 ジ （ １ ， ３ － ジ メ チ ル プ ロ ピ リ デ ン ） ヒ ド ラ ジ ド 、 ア ジ ピ ン 酸 ジ （ １ ， ３ － ジ メ チ
ル プ ロ ピ リ デ ン ） ヒ ド ラ ジ ド 、 イ ソ フ タ ル 酸 ジ （ １ － フ ェ ニ ル エ チ リ デ ン ） ヒ ド ラ ジ ド 、
ア ジ ピ ン 酸 ジ （ １ － フ ェ ニ ル エ チ リ デ ン ） ヒ ド ラ ジ ド な ど が 挙 げ ら れ る が 、 こ れ ら の イ ソ
フ タ ル 酸 ジ ヒ ド ラ ジ ド 、 ア ジ ピ ン 酸 ジ ヒ ド ラ ジ ド の 誘 導 体 以 外 で も 下 記 の ジ ヒ ド ラ ジ ド 化
合 物 の 誘 導 体 も 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。 例 え ば 、 テ レ フ タ ル 酸 ジ ヒ ド ラ ジ ド 、 ア ゼ ラ イ ン
酸 ジ ヒ ド ラ ジ ド 、 コ ハ ク 酸 ジ ヒ ド ラ ジ ド 、 イ コ サ ノ イ ッ ク ジ カ ル ボ ン 酸 ジ ヒ ド ラ ジ ド な ど
の 誘 導 体 で あ る 。 こ の 中 で も イ ソ フ タ ル 酸 ジ ヒ ド ラ ジ ド が 低 動 倍 化 効 果 に 優 れ 、 好 ま し い
。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 記 一 般 式 （ II） で 表 わ さ れ る 具 体 的 な 化 合 物 と し て は 、 ２ － ナ フ タ レ ン 酸 － ３ － ヒ ド
ロ キ シ （ １ － メ チ ル エ チ リ デ ン ） ヒ ド ラ ジ ド 、 ２ － ナ フ タ レ ン 酸 － ３ － ヒ ド ロ キ シ （ １ －
メ チ ル プ ロ ピ リ デ ン ） ヒ ド ラ ジ ド 、 ２ － ナ フ タ レ ン 酸 － ３ － ヒ ド ロ キ シ （ １ ， ３ － ジ メ チ
ル プ ロ ピ リ デ ン ） ヒ ド ラ ジ ド 、 ２ － ナ フ タ レ ン 酸 － ３ － ヒ ド ロ キ シ （ １ － フ ェ ニ ル エ チ リ
デ ン ） ヒ ド ラ ジ ド 等 の ２ － ナ フ タ レ ン 酸 － ３ － ヒ ド ロ キ シ ヒ ド ラ ジ ド の 誘 導 体 の 他 に 、 サ
リ チ ル 酸 ヒ ド ラ ジ ド 、 ４ － ヒ ド ロ キ シ 安 息 香 酸 ヒ ド ラ ジ ド 、 ア ン ト ラ ニ ル 酸 ヒ ド ラ ジ ド 、
１ － ヒ ド ロ キ シ － ２ － ナ フ タ レ ン 酸 ヒ ド ラ ジ ド の 各 誘 導 体 が 挙 げ ら れ る 。 中 で も 、 特 に 、
２ － ナ フ タ レ ン 酸 － ３ － ヒ ド ロ キ シ ヒ ド ラ ジ ド の 誘 導 体 、 特 に ２ － ナ フ タ レ ン 酸 － ３ － ヒ
ド ロ キ シ （ １ － メ チ ル エ チ リ デ ン ） ヒ ド ラ ジ ド は 低 動 倍 化 効 果 に 優 れ 、 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 上 記 一 般 式 （ III） で 表 わ さ れ る 具 体 的 な 化 合 物 と し て は 、 イ ソ ニ コ チ ン 酸 （ １ － メ チ
ル エ チ リ デ ン ） ヒ ド ラ ジ ド 、 イ ソ ニ コ チ ン 酸 （ １ － メ チ ル プ ロ ピ リ デ ン ） ヒ ド ラ ジ ド 、 イ
ソ ニ コ チ ン 酸 （ １ ， ３ － ジ メ チ ル プ ロ ピ リ デ ン ） ヒ ド ラ ジ ド 、 イ ソ ニ コ チ ン 酸 （ １ － フ ェ
ニ ル エ チ リ デ ン ） ヒ ド ラ ジ ド 等 の イ ソ ニ コ チ ン 酸 ヒ ド ラ ジ ド の 誘 導 体 の 他 に 、 炭 酸 ジ ヒ ド
ラ ジ ド の 誘 導 体 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 上 記 式 （ Ｉ ） ～ （ III） で 表 わ さ れ る ヒ ド ラ ジ ド 化 合 物 の 合 成 方 法 は 、 Pant,U.C.
;Ramchandran,Reena;Joshi,B.C.Rev.Roum.Chim.(1979)24(3),471-82の 文 献 に 記 載 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 記 一 般 式 （ Ｉ ） ～ （ III） で 表 わ さ れ る ヒ ド ラ ジ ン 誘 導 体 は 、 １ 種 を 単 独 で 用 い て も
良 く 、 ２ 種 以 上 を 混 合 し て 用 い て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の よ う な ヒ ド ラ ジ ン 誘 導 体 の ゴ ム 組 成 物 中 の 配 合 量 は 、 ０ ． ０ １ ～ ５ ｐ ｈ ｒ 、 特 に ０
． １ ～ ３ ． ０ ｐ ｈ ｒ の 範 囲 で あ る こ と が 好 ま し い 。 ヒ ド ラ ジ ン 誘 導 体 の 配 合 量 が こ の 範 囲
よ り も 少 な い と 、 ヒ ド ラ ジ ン 誘 導 体 に よ る 上 記 低 動 倍 化 効 果 及 び 強 度 向 上 効 果 を 十 分 に 得
る こ と が で き ず 、 多 く て も そ れ 以 上 の 効 果 は 得 ら れ ず 、 防 振 ゴ ム の 他 の 物 性 が 低 下 す る 傾
向 が あ り 、 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
［ 大 粒 径 ・ ハ イ ス ト ラ ク チ ャ ー カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク （ 大 粒 径 ・ Ｈ Ｓ ・ Ｃ Ｂ ） ］
　 本 発 明 で 用 い る 大 粒 径 ・ Ｈ Ｓ ・ Ｃ Ｂ は 、 ヨ ウ 素 吸 着 量 が １ ５ ～ ４ ５ ｇ ／ ｋ ｇ 、 特 に ２ ０
～ ４ ０ ｇ ／ ｋ ｇ で 、 Ｄ Ｂ Ｐ 吸 油 量 が １ ２ ０ ～ １ ８ ０ × １ ０ － ５ ｍ ３ ／ ｋ ｇ 、 特 に １ ４ ０ ～
１ ８ ０ × １ ０ － ５ ｍ ３ ／ ｋ ｇ で あ る こ と が 好 ま し い 。 ヨ ウ 素 吸 着 量 が １ ５ ｇ ／ ｋ ｇ 未 満 で
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は ゴ ム 物 性 が 悪 化 し て 耐 久 性 に 劣 る も の と な り 、 ４ ５ ｇ ／ ｋ ｇ を 超 え る と 動 倍 率 の 上 昇 が
顕 著 と な る 。 ま た 、 Ｄ Ｂ Ｐ 吸 油 量 が １ ２ ０ × １ ０ － ５ ｍ ３ ／ ｋ ｇ 未 満 で は ゴ ム 物 性 か 悪 化
し て 耐 久 性 に 劣 る も の と な り 、 １ ８ ０ × １ ０ － ５ ｍ ３ ／ ｋ ｇ を 超 え る と 耐 久 性 の 向 上 効 果
は 飽 和 し 、 ゴ ム 物 性 は 変 わ ら な く な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の よ う な 大 粒 径 ・ Ｈ Ｓ ・ Ｃ Ｂ の ゴ ム 組 成 物 中 の 配 合 量 は 、 １ ０ ～ １ ０ ０ ｐ ｈ ｒ 、 特 に
１ ５ ～ ８ ０ ｐ ｈ ｒ で あ る こ と が 好 ま し い 。 大 粒 径 ・ Ｈ Ｓ ・ Ｃ Ｂ の 配 合 量 が １ ０ ｐ ｈ ｒ 未 満
で は 、 大 粒 径 ・ Ｈ Ｓ ・ Ｃ Ｂ を 配 合 し た こ と に よ る 動 的 特 性 及 び 耐 疲 労 性 の 向 上 、 特 に 低 動
倍 化 効 果 を 十 分 に 得 る こ と が で き ず 、 ま た 、 防 振 ゴ ム と し て 必 要 な ゴ ム 物 性 を 確 保 し 得 ず
、 １ ０ ０ ｐ ｈ ｒ を 超 え る と 動 倍 率 が 上 昇 し 、 ま た 、 ゴ ム 物 性 が 悪 化 し て 耐 久 性 に 劣 る も の
と な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
［ ア ル キ ル フ ェ ノ ー ル ジ ス ル フ ィ ド 及 び 硫 黄 ］
　 ア ル キ ル フ ェ ノ ー ル ジ ス ル フ ィ ド の ア ル キ ル 基 と し て は 、 ア ミ ル 基 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 発 明 に お い て 、 ゴ ム 組 成 物 中 の ア ル キ ル フ ェ ノ ー ル ジ ス ル フ ィ ド の 配 合 量 は ０ ． １ ～
１ ０ ｐ ｈ ｒ 、 特 に １ ． ０ ～ ５ ． ０ ｐ ｈ ｒ 、 硫 黄 の 配 合 量 は ０ ． １ ～ １ ． ０ ｐ ｈ ｒ と す る の
が 好 ま し く 、 ま た 、 ア ル キ ル フ ェ ノ ー ル ジ ス ル フ ィ ド と 硫 黄 の 合 計 の 配 合 量 は ０ ． ２ ～ １
０ ｐ ｈ ｒ 、 特 に １ ． ０ ～ ５ ． ０ ｐ ｈ ｒ 程 度 で あ る こ と が 好 ま し い 。 い ず れ も 、 下 限 未 満 で
は 得 ら れ る 防 振 ゴ ム の 架 橋 密 度 が 低 く 、 ゴ ム 物 性 が 著 し く 悪 化 し 、 上 限 を 超 え る と 耐 熱 性
が 悪 化 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
［ そ の 他 の 成 分 ］
　 本 発 明 の 防 振 ゴ ム を 構 成 す る ゴ ム 組 成 物 に は 、 上 記 ゴ ム 成 分 、 ヒ ド ラ ジ ン 誘 導 体 、 大 粒
径 ・ Ｈ Ｓ ・ Ｃ Ｂ 、 並 び に 架 橋 剤 （ 加 硫 剤 ） と し て の ア ル キ ル フ ェ ノ ー ル ジ ス ル フ ィ ド 及 び
硫 黄 の 他 に 、 必 要 に 応 じ て 、 プ ロ セ ス 油 、 加 硫 促 進 剤 等 の 通 常 の ゴ ム 用 添 加 剤 を 配 合 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 発 明 で 使 用 で き る プ ロ セ ス 油 と し て は 、 例 え ば 、 パ ラ フ ィ ン 系 、 ナ フ テ ン 系 、 ア ロ マ
系 オ イ ル 等 を 挙 げ る こ と が で き る 。 耐 久 性 を 重 視 す る 用 途 に は ア ロ マ 系 オ イ ル が 好 ま し く
、 そ の 使 用 量 は ０ ～ １ ０ ０ ｐ ｈ ｒ で あ り 、 １ ０ ０ ｐ ｈ ｒ を 超 え る と 防 振 ゴ ム の 耐 久 性 が 著
し く 悪 化 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 で 使 用 で き る 加 硫 促 進 剤 は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 好 ま し く は
Ｃ Ｚ （ Ｎ － シ ク ロ ヘ キ シ ル － ２ － ベ ン ゾ チ ア ゾ ー ル ス ル フ ェ ン ア ミ ド ） 、 Ｍ Ｂ Ｔ （ ２ － メ
ル カ プ ト ベ ン ゾ チ ア ゾ ー ル ） 、 Ｄ Ｍ （ ジ ベ ン ゾ チ ア ジ ル ジ サ ル フ ァ イ ド ） 、 Ｃ Ｂ Ｓ （ Ｎ －
シ ク ロ ヘ キ シ ル － ２ － ベ ン ゾ チ ア ジ ル ス ル フ ェ ン ア ミ ド ） 等 の チ ア ゾ ー ル 系 の 加 硫 促 進 剤
、 Ｄ Ｐ Ｇ （ ジ フ ェ ニ ル グ ア ニ ジ ン ） 等 の グ ア ニ ジ ン 系 の 加 硫 促 進 剤 等 を 挙 げ る こ と が で き
、 そ の 使 用 量 は ０ ． １ ～ ５ ｐ ｈ ｒ 、 好 ま し く は ０ ． ２ ～ ３ ｐ ｈ ｒ で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 発 明 で は 、 こ れ ら 以 外 に も ゴ ム 工 業 で 通 常 使 用 さ れ て い る 、 Ｒ Ｄ （ ポ リ メ ラ イ ズ ド ２
， ２ ， ４ － ト リ メ チ ル － １ ， ２ － ジ ヒ ド ロ キ ノ リ ン ） 、 ６ Ｃ （ Ｎ － １ ， ３ － ジ メ チ ル ブ チ
ル － Ｎ ’ － フ ェ ニ ル － ｐ － フ ェ ニ レ ン ジ ア ミ ン ） 等 の 老 化 防 止 剤 、 亜 鉛 華 （ Ｚ ｎ Ｏ ） 、 ス
テ ア リ ン 酸 、 ワ ッ ク ス 、 酸 化 防 止 剤 、 オ ゾ ン 劣 化 防 止 剤 、 シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 等 の 添 加
剤 を 配 合 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
［ 防 振 ゴ ム ］
　 本 発 明 の 防 振 ゴ ム は 、 上 記 ゴ ム 成 分 、 ヒ ド ラ ジ ン 誘 導 体 、 大 粒 径 ・ Ｈ Ｓ ・ Ｃ Ｂ 、 ア ル キ
ル フ ェ ノ ー ル ジ ス ル フ ィ ド 及 び 硫 黄 と 、 必 要 に 応 じ て 配 合 さ れ る 各 種 添 加 剤 を ロ ー ル 、 イ
ン タ ー ナ ル ミ キ サ ー 等 の 混 練 り 機 を 用 い て 混 練 り す る こ と に よ っ て 得 ら れ た ゴ ム 組 成 物 を
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成 形 加 工 後 、 加 硫 を 行 っ て 得 る こ と が で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 以 下 に 、 実 施 例 及 び 比 較 例 を 挙 げ て 本 発 明 を よ り 詳 細 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は そ の 要 旨
を 超 え な い 限 り 、 以 下 の 実 施 例 に 何 ら 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 な お 、 以 下 の 実 施 例 及 び 比 較 例 に お い て 、 ゴ ム 組 成 物 中 に 配 合 し た カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク 、
ヒ ド ラ ジ ン 誘 導 体 及 び ア ル キ ル フ ェ ノ ー ル ジ ス ル フ ィ ド は 次 の 通 り で あ る 。 　
　 カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク Ａ ： ヨ ウ 素 吸 着 量 ２ ４ (g/kg),Ｄ Ｂ Ｐ 吸 油 量 １ ５ ２ (10 - 5 m 3 /kg)
　 カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク Ｂ ： ヨ ウ 素 吸 着 量 ２ ６ (g/kg),Ｄ Ｂ Ｐ 吸 油 量 １ ７ ０ (10 - 5 m 3 /kg)
　 カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク Ｃ ： ヨ ウ 素 吸 着 量 ６ ０ (g/kg),Ｄ Ｂ Ｐ 吸 油 量 １ ０ ０ (10 - 5 m 3 /kg)
　 ヒ ド ラ ジ ン 誘 導 体 Ａ ： イ ソ フ タ ル 酸 ジ ヒ ド ラ ジ ド
　 ヒ ド ラ ジ ン 誘 導 体 Ｂ ： ２ － ナ フ タ レ ン 酸 － ３ － ヒ ド ロ キ シ (１ － メ チ ル エ チ リ デ ン )
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヒ ド ラ ジ ド
　 ア ル キ ル フ ェ ノ ー ル ジ ス ル フ ィ ド ： Ａ Ｔ Ｏ Ｆ Ｉ Ｎ Ａ 社 　 商 品 名 「 Ｖ ｕ ｌ ｔ ａ ｃ ５ 」
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 実 施 例 １ ～ ７ 、 比 較 例 １ ～ ４
　 表 １ に 示 す 配 合 で ゴ ム 組 成 物 を 混 練 し 、 １ ５ ０ ℃ で ２ ０ 分 間 加 硫 し た 後 、 下 記 試 験 方 法
に よ り 評 価 を 行 い 、 結 果 を 表 １ に 示 し た 。 　
　 　 ム ー ニ ー 粘 度 ： Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｋ 　 ６ ３ ０ ０ に 準 拠 し た 。 　
　 　 ゴ ム 硬 度 Ｈ ｓ ： Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｋ 　 ６ ２ ５ ３ （ タ イ プ Ａ ） に 準 拠 し た 。 　
　 　 引 張 り 強 さ Ｔ ｂ ： Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｋ 　 ６ ２ ５ １ に 準 拠 し た 。 　
　 　 引 張 り 伸 び Ｅ ｂ ： Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｋ 　 ６ ２ ５ １ に 準 拠 し た 。 　
　 　 耐 熱 性 Δ Ｅ ｂ ： １ ０ ０ ℃ ， １ ０ ０ ｈ ｒ の 熱 老 化 条 件 で 、 下 記 式 で 上 記 引 張 り 伸 び Ｅ ｂ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 の 変 化 率 を 算 出 し 、 Δ Ｅ ｂ ≦ ３ ０ ％ を 「 ○ 」 、 Δ Ｅ ｂ ＞ ３ ０ ％ を
　 　 　 　 　 　 　 　 　 「 × 」 と 評 価 し た 。 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 伸 び 変 化 率 Δ Ｅ ｂ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＝ ｛ １ － （ Ｅ ｂ （ 熱 老 化 後 ） ／ Ｅ ｂ （ 熱 老 化 前 ） ） ｝ × １ ０ ０
　 　 静 バ ネ 定 数 Ｋ ｓ ： Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｋ 　 ６ ３ ８ ５ に 準 拠 し た 。 　
　 　 損 失 係 数 ｔ ａ ｎ δ ： Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｋ 　 ６ ３ ８ ５ に 準 拠 し た 。 （ １ ５ Ｈ ｚ ）
　 　 動 バ ネ 定 数 Ｋ ｄ １ ０ ０ ： Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｋ 　 ６ ３ ８ ５ に 準 拠 し た 。 （ １ ０ ０ Ｈ ｚ ）
　 　 動 倍 率 Ｋ ｄ １ ０ ０ ／ Ｋ ｓ ： Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｋ 　 ６ ３ ８ ５ に 準 拠 し た 。 　
　 　 乗 り 心 地 ： 防 振 ゴ ム を 乗 用 車 に 装 着 し 、 エ ン ジ ン 振 動 か ら 伝 達 さ れ る 車 室 内 の 振 動 及
　 　 　 　 　 　 　 び こ も り 音 を 測 定 し 、 振 動 や こ も り 音 が 殆 ど な い も の を 「 ○ 」 、 や や あ る
　 　 　 　 　 　 　 も の を 「 △ 」 、 大 き い も の を 「 × 」 と 評 価 し た 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【 ０ ０ ４ ７ 】
　 表 １ よ り 、 天 然 ゴ ム と ブ チ ル 系 ゴ ム と の ブ レ ン ド 物 に 、 大 粒 径 ・ Ｈ Ｓ ・ Ｃ Ｂ 、 ヒ ド ラ ジ
ン 誘 導 体 、 ア ル キ ル フ ェ ノ ー ル ジ ス ル フ ィ ド 及 び 硫 黄 を 配 合 す る こ と に よ り 、 耐 熱 性 （ 耐
熱 老 化 性 ） 、 耐 久 性 に 優 れ 、 低 動 倍 率 で し か も 減 衰 性 能 に も 優 れ る 防 振 ゴ ム が 得 ら れ る こ
と が 分 か る 。
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【要約の続き】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（上記式中、Ａは、単結合、芳香族環由来の２価の基、置換基を有していても良いヒダントイン環由来の２価の基、
或いは、炭素数１～１８の飽和又は不飽和直鎖状炭化水素由来の２価の基であり、Ｂは、芳香族環由来の１価の基で
あり、置換基Ｘを有し、Ｘは、ヒドロキシル基又はアミノ基であり、Ｙは、ピリジル基又はヒドラジノ基であり、Ｒ
１ ～Ｒ４ は、各々独立に水素、炭素数１～１８のアルキル基、シクロアルキル基、１価の芳香族環基である。）
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